
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



うらうすの名建築 

 

 浦臼町には明治以降の開拓期から昭和初期にかけての歴史的建築が複数残っています。

これらの建築について、これまで「広報うらうす」にて隔月で紹介してきました。 

 この冊子は、これまで掲載した広報誌の記事をとりまとめ、さらに過去資料等をもとに

番外編として作成した記事を追加して編集したものです。 

 いずれも町の歴史を語り継いできた建物なので、今後も永らく町民に親しまれる存在で

あることを願います。 

                                 2024 年 3 月 

 

 

① 尾花商店（2022 年 7 月） 

② 駅前石造倉庫（2022 年 9 月） 

③ 館（2022 年 11 月） 

④ 笹島邸（2023 年 1 月） 

⑤ 聖園教会（2023 年 3 月） 

⑥ 浦臼神社（2023 年 5 月） 

⑦ 旧宮本新聞店（2023 年 7 月） 

⑧ 友成邸 前編（2023 年 9 月） 

⑨ 友成邸 後編（2023 年 11 月） 

⑩ 太田商店（2024 年 1 月） 

⑪ 鶴沼地区の石造建築（2024 年 3 月） 

番外編 坂本直寛邸 

番外編 浦臼のハイカラ建築 

番外編 ちょっと前の街並み 

番外編 自然豊かな三日月湖 

 

※（  ）は広報うらうすへの掲載年月 

 

 

 

  



①

札幌から 運ばれて き た 軟石 石材の表面の質感

大火を 生き 残っ た 頑丈な 石造の建物

　 力強い佇まいの建物「 尾花商店」 は札幌軟石のブ

ロ ッ ク から で き て いる 寄棟屋根の石造店舗で す。
元々蔵が石造で店舗は木造でし たが、 大正十二年の
大火で蔵だけが焼け残り まし た。それをき っ かけに、
周り も 石造の店舗を 構えるよう になり 、 尾花商店も
石造で店舗を 建て直し たそう です。 それにより 蔵と
店舗の竣工年が違う よう になり まし た。 綺麗に形が
残っ ている石造の建物は貴重で国の文化財にも 指定
さ れても おかし く ない立派な建物です。 ぜひ歴史的
な視点で建物を観察し てみてく ださ い。

　 札幌軟石と は四万年前に火山活動で流れ出た火砕流

が冷えて固ま っ た凝灰岩の石材です。 こ れは札幌市南
区の石山から 切り 出さ れ各地に運搬さ れて いま し た。
昔の石切場は現在緑地公園（ 石山緑地） と な っ ていて
天気の良い日は人々で賑わっ ています。 大正時代には
石切場から 豊平川まで馬車鉄道が通り 、 豊平川から 石
狩川を 通っ て船で軟石を 運んでいたよ う です。 そう し
て札幌から 運ばれてき た札幌軟石は尾花商店や蔵など
に使用さ れまし た。 暴れ川と 言われるほどぐ にゃ ぐ にゃ
な石狩川を遡上するのは骨が折れそう ですね…。

　 店舗と 蔵を よ く 見比べる と 軟石の表面の仕上げが違う こ と

がわかり ま す。 店舗側は「 平滑仕上げ」 と いう 仕上げになっ
ていてツルツルし た見た目です。　 一方蔵側は「 ツ ル目仕上げ」
と いい斜めのギザギザが刻みこ まれています。 大正昭和に流
行っ た仕上げで職人が手作業でひと つひと つ仕上げていたそ
う です。 その違いを ぜひ直接見ていただければと 思います！

【 構造・ 規模】
店舗・ 蔵　 石造二階建

【 竣工年】
店舗 昭和初期
蔵 大正 1 2 年（ 1 923 ）
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▲蔵側の１ 階内部 ▲蔵側の２ 階小屋ト ラ ス ▲店舗側の２ 階小屋ト ラ ス

こ んにちは！
私は札幌市立大学の三角颯音と 申し ま す。 卒
業研究の一環で浦臼町の歴史的建築物を 調査
し 広報で紹介する こ と にな り ま し た。 よ ろ し
く お願い致し ます！

みかど かざね



　 こ の倉庫は同じ く 石材を 使用し ている 尾花商店の店
舗と 同時期に建てら れたと 推測でき ますが、 石材
の大き さ が実は少し 違っ ています。 尾花商店で使
用さ れて いる 石材は厚さ が３ ０ ｃ ｍな のに対し 、
倉庫は１ ５ ｃ ｍと 半分の厚さ し かあり ま せん。 石
材には単位があり 、 1 尺 ×1 尺 ×1 尺の立方体の
石材を「 １ 才」 と いう そう で す。 尾花商店の石材
は 1 尺 ×２ 尺 ×1 尺なので２ 才と いう こ と になり
ます。 では倉庫は 1 尺 ×２ 尺 ×０ .５ 尺なので 1 才
と いう こ と になるのでし ょ う か…？

【 構造・ 規模】

木骨石造　 平家建て

【 竣工年】

昭和 3 5 年以前

　 木骨石造と は木材の骨組み
に沿わせるよ う に石材の壁を
積み上げた建築です。 明治中
期から 昭和初期に多く 建築さ
れ、 本州方面にも いく つかあ
り ますが、 特に北海道に多く
存在し ます。 用途は倉庫や店
舗が多く 、 先述し た通り 内部
の温湿度が安定する ため農作
物の保管に適し ています。 旧
浦臼駅前にあるこ の倉庫は厚
さ １ ５ ｃ ｍの石材を 積み上げ
て作ら れており 、 骨組みと 石
材は鋳物の「 手違いかすがい」
で一段おき に留めら れていま
す。 屋根を「 キン グポスト ト
ラ ス」 と いう 木材を 三角形に
組み立てた構造にするこ と で
内部に柱がなく ても 積雪に耐
え ら れる よ う に な っ て い ま
す。

木
骨
石
造
倉
庫

木骨石造と は 石材の大き さ と 呼び方

木材

石材

手違い かすがい

▲木骨石造の仕組み
▲尾花商店の石材 ▲木骨石造倉庫の石材

▲手違いかすがい

▲木骨石造倉庫の断面図

※1 尺＝約３ ０ ｃ ｍ

旧浦臼駅前に あ る
　 　 　 　 　 大き な 倉庫の正体と は？

　 外壁に「 貯金は農協へ　 浦臼村農協」 と

いう 看板が掲げら れている ので、 村から 町

に昇格し た昭和三十五年以前に建てら れた

倉庫である こ と がわかり ます。 ２ ０ ２ ０ 年

まで通っ ていた札沼線で農作物を運搬する

時、 それら を 保管する倉庫で小樽運河沿い

に並んでいる 倉庫と 同じ 「 木骨石造」 と 呼

ばれる構造です。 農村地域の駅前には必ず

と 言っ ていいほど石造や煉瓦造の倉庫が建

てら れていまし た。 現在、 恵彩館横にある

石造倉庫も 、 晩生内駅前にあっ た倉庫を 解

体し た石材を再利用し たそう です。 壁に使

用さ れている札幌軟石は温度と 湿度を 一定

に保つ能力に優れており 、 特にそれら に影

響を 受ける 農作物を 保存するのに適し てい

ます。 現在の建築基準法では建てら れない

のでと ても 貴重な倉庫と なっ ています。

◀
内
部
の
様
子

キングポスト ト ラス

こ んにちは！
私は札幌市立大学の三角颯音と 申し ます。 最近
暑い日が続き ますが、 いかがお過ごし でし ょ う
か？先日、 浦臼町で現地調査をし たのですがあ
まり の暑さ に熱中症になっ てし まい、 浦臼町の
洗礼を受けた気がし まし た……。 皆様も 水分補
給をこ まめに行い、 熱中症にお気をつけてく だ
さ い！

みかど かざね

王冠みたいでかっ こ いい！

友人

こ の記事が掲載さ れている頃には美味し い農作物の収穫の
季節でし ょ う か。 また浦臼町に伺う 機会があり ますのでと
ても 楽し みです！！
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⑤

【 構造・ 規模】

木造　 平家（ 一部２ 階） 建て

【 竣工年】

昭和 34 年

聖園教会の兄貴分！？ 100 周年の大規模改修工事

町民の支え と な っ て 128 年
　 　 　 　 　 　 　 ４ 代目の会堂は…

　 聖園教会は浦臼での伝道活動が始まっ て

から 今年で 128 年の歴史を持っ ています。

武市安哉に率いら れ高知の青年たちが浦臼

に入植し た当時は笹小屋のバラ ッ ク 建築で

し たが、 明治 30 年には本格的な会堂を浦

臼沼付近に建設。 し かし 暴れ川である石狩

川の洪水は伝道活動の障壁と な り 、 明治

39 年、 現在の場所に移築し まし た。 そし

て昭和 34 年、 会堂老朽化のため現在の会

堂に建て替わり まし た。 建築工事は信者の

労働奉仕によ っ た と のこ と で す。 すご い

…！伝道開始 100 周年を 迎えた平成５ 年

に会堂の大規模改修工事が行われま し た。

今後も 大切に使われるこ と を願います！

▲旧会堂の銘板

　 実は現在の聖園教会の建物にはモデルが存在し ます。

それは札幌市にあっ た「 札幌北一条教会（ 旧会堂）」です。

写真を 見比べてみても 左右対称なと こ ろ や、 正面の特

徴的な開口がそっ く り ですよ ね。 こ ち ら の教会は北海

道で著名な建築家の田上義也が昭和 2 年に設計し たも

のです。 札幌北一条教会は残念ながら 昭和 54 年に解体

さ れてし まいまし たが、 その分弟分にはまだまだ頑張っ

ても ら いたいですね。

　 上にも 書き ま し たが伝道開

始 1 00 周年を記念し て会堂の

大規模改修工事が平成 5 年に

行われていま す。 壁に断熱材

（ グラ スウール） を 入れたり 、

内壁の仕上げを 新し く し たり

と 大掛かり な改修でし た。 大

き く 変わっ た のは外観で す。

当初はく すんだ水色の下見板

張り でし たが、 現在の姿であ

る 金属サイ ディ ン グ張と なり

ま し た。 内部には当時の下見

板が残っ ているそう です。

▲外壁改修前の聖園教会 こ んにちは！
札幌市立大学の三角颯音と 申し ます。 私事です
が、 無事卒業研究も 終わり 、 今月で大学を卒業
でき るこ と になり まし た！卒業研究でご協力い
ただいた浦臼町の方々には感謝でいっ ぱいでご
ざいます！本当にあり がと う ございまし た！！

みかど かざね

………いや…卒業と 言っ ても そのままこ の大学の大学院に進
学するのでぶっ ちゃ け生活は全く 変わり ません（ 笑）。 今後
と も 浦臼町に関わら せていただき ますので暖かく 迎えていた
だければ幸いです。 こ れから も 宜し く お願い致し ます！

◀
旧
会
堂

◀
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竣
工
時
写
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◀
礼
拝
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全
景

◀
外
壁
の
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▲札幌北一条教会

▲改修状況

伊藤組土建（ 株） HP 実績紹介より

https://www . itog um i.co. jp/trackrecord
/architecture-detail.php?eid = 0 00 1 0

竣工： 昭和 2 年
設計： 田上義也
施工： 伊藤組土建
解体： 昭和 54 年

【 参考資料】 1 ) 川島洋一「 日本基督教会聖園教会の会堂造り と その変遷」 日本建築学会学術講演梗概集　 昭和59 年 10 月

 2 ) 聖園教会百年記念写真集

今回は油絵風にし てみまし た！
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太田勉強堂は昭和初期に現在の位置から国道を
挟んだ向かい側に建っていましたが、昭和20年
代に現在の位置で建て替えられました。写真①は
建で替え後間もない昭和20年頃の様子です。

現在は化粧品や雑貨の販売が主ですが、筆者が
子供の頃は店の名前通り、もっぱら文房具販売を
行っていました。浦臼小学校と浦臼中学校に近い
ことや、統合前でも小中学生あわせて500人以上
の児童・生徒がいましたから、浦臼の子供たちに
とってはなくてはならない文房具店でした。ちな
みに当時は町立浦臼高校もありました。

後年、南側に店舗、西側（裏側）に住居部分を
木造で増築し、現在は化粧品や雑貨の販売を行っ
ています。創建時の石造部分はほぼ当初の姿のま
まです。石造洋風の外観ですが、2階の内部が和
室になっている点は尾花商店と同じです。

石造＋木骨石造＋鉄筋コンクリート造＋木造

軟石を用いた店舗建築は小樽市などでも見られますが、その
多くは木造骨組みの外側に軟石を積んだ「木骨石造」と呼ばれ
る構造です。一方、太田勉強堂は1階が厚めの札幌軟石を積んだ
石造で、2階が木骨石造です。上下階で構造が違っている珍しい
造りです。また、2階道路側の軟石外壁面の直下は店舗空間なの
で、そこに石造壁を配置する訳にはいかないため、2階の軟石外
壁は鉄筋コンクリート造のフレームで支えています。

したがってこの建物の構造形式を丁寧に言うと、石造＋木骨
石造＋鉄筋コンクリート造で、2階床と屋根は木造の混構造とい
う少々複雑な構造です。

約80年経った現在でも建物にゆがみなどは全く見られず、創
建当初にきちんと設計・施工された建物であることと、札幌軟
石が耐久性に優れていることが分かります。

石造外壁の表情

2階の道路側の4つの縦長の窓（写真②）には引違いのアルミ
サッシが嵌められていますが、写真①を見ると当初は洋風の上げ
下げ窓であったことが分かります。尾花商店と同様な窓であった
と思われます。

窓の上部には飾り模様のついたまぐさ※があり、窓上部の重量
を支えています。まぐさの上には傾斜した石が並ぶフラットアー
チが載っていて、意匠的な軟石の割付けがなされています。

外壁に使用されている札幌軟石の表面を見ると、写真③のよう
に、ノミのようなもので細かく窪みを付けた「小叩き仕上げ」で
す。大正期に建てられた尾花商店の蔵は、ツルハシを使って軟石
を手で切り出していた時代の「ツル目仕上げ」でしたが、昭和期
に建てられた太田勉強堂では、機械で切り出した軟石の平滑面に
意匠的に凹凸をつけるために小叩き仕上げとしたのかもしれませ
ん。
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⑪

札幌市立大学で教員してます西川忠です。これまで、主
に私の研究室の三角颯音が記事を書いていましたが、太田
勉強堂は私が子供頃に大変お世話になった思い出深い建物
なので、今回は私が筆をとらせていただきました。

私が子供の頃は、通学経路でもあったので、友達と一緒
に用がなくても店にしょっちゅう出入りしていた覚えがあ
ります。

石造の部分はその頃からほとんど変わっていないので、
この建物を見ると小学生の頃を思い出します。本文にも書
きましたが、札幌軟石を使った建物はたいへんしっかりし
ているので、町の顔として在り続けてほしいものです。

浦臼の子どもたちに、なくてはならない文房具屋さん 【構造・規模】 1階：石造（札幌軟石） 2階：木骨石造

【竣工年】昭和初期

写真① 昭和20年代の太田勉強堂
（浦臼町郷土資料館所蔵）

写真② 2階の縦長窓
かつては上げ下げ窓でした。
装飾されたまぐさが載っています。

写真③ 軟石表面の小叩き仕上げ
ノミのようなもので叩いて凹凸を付けています。

※まぐさ 窓上部の壁の重量を支えるために、窓の上辺に渡す横架材





坂本龍馬の甥である坂本直寛が浦臼に住んでい
たことはご存知の方も多いと思います。直寛は明
治31年、46歳の時に高知から浦臼に移住しまし
た。浦臼でキリスト教の布教活動などを精力的に
行いましたが、その経歴や活動については書籍等
で紹介されているので、ここでは坂本直寛邸につ
いて紹介します。

浦臼町史には次のように書かれています。「浦
臼沼北岸の小高い森の一隅に、ロシヤ風の角材を
組んで積み重ねた二階建が直寛の住居であった。
大きな家ではないが、きちんとした日本座敷も
あって当時の住家としては浦臼第一と言われた。
珍しい建物なので残されていたが、昭和三十九年
頃、石狩川の治水工事でとりこわされた。」

所在地は現在の浦臼第6町内で、浦臼沼のそば
に説明板が立てられています。

変わった校倉造りの住宅

写真を見ると木材を直交させて積み上げ、洋風の上げ下げ窓が付い
ています。建坪60㎡程度の総2階建ての立派な邸宅です。基礎が地
面より1ｍ近く立ち上がっていますが、たびたび石狩川が氾濫する土
地ゆえの対策でしょう。

構造的な特徴は、校倉（あぜくら）造りのように木材を積み上げて
いるところにありますが、正倉院やログハウスでは木材が交差する箇
所で木材の上下面を欠き込んで噛み合うようにしますが、直寛邸では
木材を欠き込むことなく積み上げる変わった構造になっています。

解体材が保管されています

実は、町内の今田建設さんの倉庫に解体材の一部が保存され
ています。これを見ると構造の詳細が分かります。木材は厚さ
13.5～15cm、高さ27～28cmの大きな材です。積み上げた
木材が一体になるように、縦方向にボルトを通して締め付ける
ようになっているので、相当に強固な造りだったと想像します。

木材の厚さがこれだけあると、現代の断熱材50mm相当程
度の断熱性能があったと思われます。また、写真を見ると木材
の間に漆喰のようなものが挟まっているので、これで隙間風を
防いだと思われます。

明治時代にこれだけ大きな製材を大量にどうやって集めたか
や、たいへん珍しい構造なので、何を手本として建てたかなど、
分からないこともあります。
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札幌市立大学で教員してます西川忠です。この活動を始める前は、
浦臼に坂本龍馬の甥の住宅があったことは知りませんでした。明
治期にこれだけの住宅を建てたことは驚きですし、解体材が残さ
れていたのも驚きでした。町の財産として活かせると良いですね。

浦臼に坂本龍馬の甥の住宅があったのを知ってますか？

坂本直寛邸 （浦臼町史より）

保管材は坂本直寛邸の
創建から125年を経た貴
重なものなので、有効に
保存活用されることを期
待します。

坂本直寛住居跡の説明板

今田建設さんに保管さ
れている坂本直寛邸の
解体材

▲

坂本直寛邸
の構造

※資料写真と
解体材からの
想定図



浦臼町内には今も洋風の建物がいくつかありますが、実は以前の方がたくさん建っていました。
いわゆる「ハイカラ建築」で、道内では函館や小樽などの港町で多く見られます。既に除却されて
しまったものがほとんどですが、以下に紹介します。
※写真はすべて浦臼町郷土史料館所蔵

浦臼村の発展を支えた役場庁舎

現在の役場庁舎の1代前の庁舎で、写真①は昭和10年
頃の浦臼村役場です。
平屋の木造で、本庁舎に渡り廊下を介して付属棟が繋
がっています。洋風下見板張りに上げ下げ窓の外観や、
三角屋根の頂部を斜めにした「ドイツ破風」が印象的
です。写真では外壁の色が分かりませんが、筆者の記
憶では白色だったように思います。北海道大学旧農学
部の歴史的建築物と似た様式といえるでしょう。
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札幌市立大学の西川忠です。ここで紹介した役場、消防署、郵
便局は私もおぼろげに記憶にあります。当時はまったく意識し
ませんでしたが、こうやって過去の資料写真を見ると、浦臼に
もカッコいい建物があったんだなぁと思う次第です。

ハイカラな街並みが浦臼にありました

写真① 昭和10年頃の浦臼村役場

役場とお揃いのデザインの消防署庁舎

写真②は大正15年に建てられた木造2階建ての消防
署庁舎です。洋風下見板張りやドイツ破風が役場庁舎
と共通なのは、近接して建っていたのでデザインを揃
えたのかもしれません。

正面頂部の台形形の白い塗壁は漆喰塗りと思われま
すが、これは並びに建つ旧宮本新聞店と同じ様式です。
2階の窓は引き違いです。

写真② 消防署庁舎（大正15年建築）

「館」として愛されている郵便局

館のページでも紹介しましたが、昭和10
年頃に建てられた木造2階建てです。当時は
郵便と電話交換の業務が行われていました。

写真③のように、外壁は幅広の素地の和
風の下見板張りです。一方、大きな2連の上
げ下げ窓と腰折れの寄棟屋根は洋風のデザ
インです。

増毛街道（現国道275号線）の西側に、
札幌側から郵便局→消防署→役場庁舎→旧
宮本新聞店が近い距離で並んだ木造洋風の
ハイカラ建築通りが想像できます。

写真③ 郵便局（昭和10年頃建築）

瀟洒な岩村農場の邸宅

岩村農場は浦臼に入植・開墾した農場の中で最も大
きな農場でした。岩村八作が明治26年に入植した後、
明治30年代に写真④の邸宅を建てています。1階は和
風の下見板張り、2階は漆喰塗壁に上げ下げ窓が並ん
だ洋風のデザインです。寄棟屋根の頂部には立派な
「立物」が付いています。

浦臼で友成邸が和風住宅のお屋敷の代表格とするな
らば、岩村邸は洋風邸宅の代表格と言えるでしょう

写真④ 岩村邸（明治30年代建築）

しょうしゃ



ちょっと年配の方なら、浦臼の市街に古い建物が並んでいた記憶があると思います。ここでは、
その歴史を資料写真で辿ってみました。

70年間変わらなかった街並み

役場周辺の浦臼市街中心部には歴史のある建物が多く建っていたことが、過去の写真を見ると良
く分かります。写真①～③は国道275号線沿いの尾花商店の並びの風景です。戦前から平成20年
頃まで、ほぼ変わらない街並みであったことが分かります。限られた範囲とはいえ、およそ70年
もの間、街並みが変わらずに残されている例は、北海道では数少ないと思われます。

写真③で見ると、札幌側（写真の右側）から順に、いとうさんちの焼肉苑（木造2階建て）→尾
花商店母屋（木骨石造2階建て）→尾花商店蔵（木骨石造2階建て）→ゴトー薬粧（煉瓦造2階建
て）→横田商店→マルサン高橋（木骨石造2階建て）の6棟が並んでいます。

写真には写っていませんが、国道を挟んで向かい側には後藤商店（石造2階建て）→聖園教会
（木造一部2階建て）→館（木造2階建て）の3棟が並んでおり、浦臼村の発展を支えてきた歴史的
建物が約300mの狭い範囲にまとまっています。

15年ほど前の街並み

図①は平成20年頃の街並みをイラストにしたも
のです。現在は国道の東側（図①の上側）は、尾花
商店を除いて残っていませんが、このイラスト通り
に存続していれば、昭和初期にタイムスリップした
ような、北海道の農村開拓の歴史を代表する道内有
数の歴史的建築のエリアとして評価されたでしょう
から、少々残念に思う次第です。
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札幌市立大学の西川忠です。ここは私が子供の頃、
毎日小学校まで通っていた通りでした。今、仕事
で歴史的な建物に関わるようになって、この街並
みの貴重さを改めて認識しているところです。身
近にあると、案外気づきにくいものですね。

浦臼市街の歴史的建築物の街並み

※写真はいずれも浦臼町郷土史料館所蔵

写真① 戦前と思われる 写真② 昭和40年代か

写真③ 平成20年頃

図① 平成20年頃の街並み



今回は建物を離れて、かねてより私がぜひ書きたいと思っていた三日月湖の話をします。
空知平野をつくった石狩川は、かつては激しく蛇行していたため、氾濫を繰り返すとんでもない

暴れ川でした。三日月湖はその暴れ川の置き土産です。

浦臼は全国でもっとも三日月湖が密集している地域

三日月湖は蛇行した河川が氾濫した際に短絡することで取り残されて自然にできるものと、河川
改修によるものがありますが、浦臼の三日月湖は自然に形成されたものです。町内には図①に示す
ように大小８つの三日月湖があります。石狩川の上流側から、ピラ沼→トイ沼→浦臼沼→新沼→ウ
ツギ沼→月沼→三軒屋沼（東沼・西沼）と約10kmの間に並んでいます。これは全国的に見ても三
日月湖がたいへん密集している数少ない地域といえます。

また、周囲を水田に囲まれて市街化されていないため、水鳥が生息しているなど、豊かな自然を
見ることができます。平坦で交通量の少ない道路で結ばれているので、サイクリングで沼めぐりを
楽しむのがお勧めです。以下、主な三日月湖について上流側から順に紹介します。
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札幌市立大学の西川忠です。今回は建物ではなく三日月湖をとりあげました。存
在自体は知っていても、全貌を見ることはないでしょうから、その価値に気づき
にくいと思います。でも、浦臼の三日月湖は自然豊かで簡単に楽しむことができ
る浦臼の貴重な財産なので、多くの人に知ってもらえると良いと思います。

暴れ川の置き土産

図① 浦臼の三日月湖の位置

国土地理院Web提供地図に書き込み
https://maps.gsi.go.jp/#12/43.418765/141.780624/&base=
std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0

写真⑦ 三軒屋沼（西沼）写真⑥ 三軒屋沼（東沼）

写真④ 新沼

写真⑤ 新沼から望む水田と樺戸山

写真③ 浦臼沼

写真② トイ沼

写真① ピラ沼

ピラ沼：舗装された道から少々
歩きますが、沼畔からは水鳥を
見ることがでまきます。

トイ沼：浦臼の三日月湖のうち、
唯一車で沼畔まで車でもアクセ
スできます。

浦臼沼：石狩川の堤防に上がる
と沼全体の形が見え、浦臼市街
や樺戸山を一望できます。近く
に坂本直寛の住宅がありました。

新沼：浦臼の中では最も大きな
三日月湖で、水鳥を見ることが
できます。樺戸山をバックにし
た水田の広がりが絶景です。

三軒屋沼：東沼と西沼が向い合せに位置していますが、かつては双方が
つながっでΩ形に大きく蛇行して流れていました。石狩川の氾濫によっ
て取り残され、現在の状態に自然に生成されました。



【お礼】 

 この冊子をまとめるにあたり、建物の調査に協力いただいた所有者・管理者の皆さま

に、この場を借りて感謝申し上げます。 
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